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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第65期

第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (千円) 9,035,207 11,673,055 41,872,734

経常利益 (千円) 162,365 361,898 1,260,305

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 99,522 236,301 801,093

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 79,472 233,571 868,678

純資産額 (千円) 16,096,267 15,648,523 15,899,681

総資産額 (千円) 24,760,306 27,178,827 28,120,286

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.81 17.08 55.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.79 17.03 55.01

自己資本比率 (％) 65.0 57.6 56.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 515,621 230,607 △148,354

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △19,670 △40,565 △583,962

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △662,434 △765,347 △257,981

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,997,234 2,589,030 3,167,689
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第65期及び第66期第１四半期連結累計期間の１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式については、「株式給付信

託（BBT）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除

対象の自己株式に含めて算出しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】
　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

（提出会社）

　　当第１四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等は行われておりません。

　　なお、当第１四半期連結会計期間における、主な代理店契約は、次のとおりであります。

 相手先  契約締結年月日  主要取扱品目  契約期間 契約内容

 

オムロン株式会社
インダストリアル
オートメーション
ビ ジ ネ ス カ ン パ
ニー(IAB)

 平成22年４月１日  

PLC・スイッチ・センサ・リレー・タイ
マ・温度調節器・視覚認識装置・メカ
トロニクス関連機器、オンボード関連
商品

 
平成29年４月１日～
平成30年３月31日
(毎年度更新中）

販売店
(注)１

 

パナソニック株式
会社エコソリュー
ションズ社

 昭和38年12月１日  照明器具・配線器具・分電盤・配電盤  
平成29年４月１日～
平成30年３月31日
(毎年度更新中）

代理店
(注)２

 

日東工業株式会社  昭和29年４月１日  
受変電設備機器・分電盤・配電盤・
ボックス・システムラック

 
平成29年４月１日～
平成30年３月31日
(毎年度更新中）

代理店

 

(注) １．昭和32年７月１日に立石電機株式会社(現：オムロン株式会社)と特約店契約を締結し、平成22年４月１日よ

り、上記契約内容に変更となっております。

２．昭和38年12月１日に松下電工株式会社（現：パナソニック株式会社）と代理店契約を締結し、平成24年４月

１日より、上記契約内容に変更となっております。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）における当社グループを取り巻く景況は、欧

米の政治動向や、地政学リスクの高まりにより不透明な状況が継続した一方で、国内においては、企業収益の改善に

より景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

当社グループの主力販売先である電気機器・電子部品・産業機械業界では、人手不足に対応した省力化や生産性向

上に係る需要の高まりを反映して、売上高は全般的に堅調に推移いたしました。特に、半導体・液晶製造装置関連の

主要顧客においては、半導体の積層化に伴う生産増が前連結会計年度から継続したことから、売上高は好調に推移い

たしました。

こうした環境のもと、当社グループは「もの造りサポーティングカンパニー」として、顧客ニーズに直結した営業

活動と業務改善の推進による品質の更なる向上、商品安定供給のための在庫拡充等を継続してまいりました。また、

メカトロ商材の拡販、メディカル市場への注力の継続に加え、自動車業界への営業強化を図るため、専任部門である

オートモティブ営業部を新設いたしました。再販ビジネスにおいては、特販営業部を新たに設置し、新規顧客、新規

マーケットの開拓と、既存顧客、既存マーケットの深耕を加速してまいりました。

以上の施策を実施することにより収益の確保に努めた結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は１１６億７３百

万円（前年同四半期比29.2％増）、営業利益は２億８８百万円（前年同四半期比158.1％増）、経常利益は３億６１

百万円（前年同四半期比122.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億３６百万円（前年同四半期比

137.4％増）と前年同四半期に比べ増収増益となりました。
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また、当社グループの商品分野別の売上高につきましては、次のとおりであります。

①ＦＡ機器分野

制御機器、センサー、電源等が増加し、売上高は６７億７８百万円（前年同四半期比34.7％増）となりました。

②情報・通信機器分野

ＯＡ機器、ＯＡアクセサリー等が増加し、売上高は９億９４百万円（前年同四半期比26.1％増）となりました。

③電子・デバイス機器分野

コネクター、ＥＭＩ対策商品等が増加し、売上高は１３億１４百万円（前年同四半期比37.9％増）となりまし

た。

④電設資材分野

ケーブルアクセサリー、電線管等が増加し、売上高は２５億８５百万円（前年同四半期比14.4％増）となりまし

た。

 

(2) 財政状態の分析

①資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて９億４１百万円減少し、２７１億７８百万

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて９億１２百万円減少し、１８９億８百万円となりました。

　これは主に、現金及び預金の減少５億７８百万円、受取手形及び売掛金の減少４億４０百万円によるものであり

ます。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて２９百万円減少し、８２億７０百万円となりました。

②負債

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて６億９０百万円減少し、１１５億３０百万円

となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて４億１９百万円減少し、８５億８８百万円となりました。

　これは主に、電子記録債務の増加２億８２百万円、支払手形及び買掛金の減少３億４４百万円、未払法人税等の

減少３億４８百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて２億７１百万円減少し、２９億４１百万円となりました。

　これは主に、長期借入金の減少２億６７百万円によるものであります。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて２億５１百万円減少し、１５６億４８百万

円となりました。

これは主に、当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益の計上２億３６百万円と、未払配

当金の支払４億８８百万円によるものであります。なお、自己資本比率は57.6％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から５

億７８百万円減少し、２５億８９百万円となりました。当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、資金は２億３０百万円の増加となりました。（前年同四半期における資金は５億１５百万円の増

加）

　これは主に、税金等調整前四半期純利益３億６１百万円、売上債権の減少１億３０百万円の増加要因、法人税等の

支払額３億５５百万円の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、資金は４０百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は１９百万円の減少）

　これは主に、有形固定資産の取得による支出１２百万円、無形固定資産の取得による支出１６百万円によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、資金は７億６５百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は６億６２百万円の減

少）

　これは主に、長期借入金の返済による支出２億６８百万円、配当金の支払額４億８８百万円によるものでありま

す。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,590,000

計 47,590,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,152,600 15,152,600
東京証券取引所
(市場第一部)

1.完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

2.単元株式数は100株

計 15,152,600 15,152,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

─ 15,152,600 ─ 1,819,230 ─ 1,527,493
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

① 【発行済株式】

　平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)  
普通株式　1,198,200

―
1.権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

2.単元株式数は100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,952,200 139,522 同上

単元未満株式 普通株式　　　2,200 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 15,152,600 ― ―

総株主の議決権 ― 139,522 ―
 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれてお

ります。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が66株含まれております。

３．資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式126,000株（議決権の数1,260個）につ

きましては、「完全議決権株式(その他)」に含めて表示しております。

 

② 【自己株式等】

平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

(自己保有株式)
スズデン株式会社

東京都文京区
湯島二丁目２番２号

1,198,200 ― 1,198,200 7.9

計 ― 1,198,200 ― 1,198,200 7.9
 

(注)　資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式126,000株（0.83％）は、上記自己株式に
含めておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,188,689 2,610,030

  受取手形及び売掛金 11,693,066 11,252,821

  電子記録債権 1,978,529 2,285,965

  商品 2,338,351 2,520,475

  その他 625,678 242,975

  貸倒引当金 △4,067 △4,035

  流動資産合計 19,820,247 18,908,232

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,440,737 3,398,927

   土地 3,911,613 3,911,613

   その他（純額） 148,587 137,712

   有形固定資産合計 7,500,937 7,448,253

  無形固定資産 91,440 95,848

  投資その他の資産   

   その他 736,042 753,684

   貸倒引当金 △28,382 △27,191

   投資その他の資産合計 707,660 726,492

  固定資産合計 8,300,038 8,270,594

 資産合計 28,120,286 27,178,827

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,879,969 4,535,933

  電子記録債務 1,884,042 2,166,271

  短期借入金 1,071,962 1,071,074

  未払法人税等 404,679 55,834

  賞与引当金 234,075 123,513

  役員賞与引当金 70,000 22,000

  その他 462,757 613,771

  流動負債合計 9,007,484 8,588,397

 固定負債   

  長期借入金 1,972,510 1,705,166

  役員株式給付引当金 7,614 9,348

  退職給付に係る負債 1,068,204 1,064,830

  その他 164,790 162,561

  固定負債合計 3,213,120 2,941,906

 負債合計 12,220,605 11,530,303
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,819,230 1,819,230

  資本剰余金 1,631,658 1,630,186

  利益剰余金 13,482,387 13,230,287

  自己株式 △1,136,947 △1,131,524

  株主資本合計 15,796,329 15,548,179

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 65,676 72,608

  為替換算調整勘定 20,604 14,098

  退職給付に係る調整累計額 12,631 9,475

  その他の包括利益累計額合計 98,912 96,181

 新株予約権 4,439 4,162

 純資産合計 15,899,681 15,648,523

負債純資産合計 28,120,286 27,178,827
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 9,035,207 11,673,055

売上原価 7,706,599 10,047,942

売上総利益 1,328,608 1,625,112

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 108,382 124,751

 給料手当及び賞与 502,163 526,442

 株式報酬費用 - 2,867

 法定福利費 80,755 86,105

 退職給付費用 50,449 34,625

 賃借料 82,260 56,927

 減価償却費 42,646 57,849

 賞与引当金繰入額 85,381 125,085

 役員賞与引当金繰入額 13,740 22,000

 その他 250,986 299,753

 販売費及び一般管理費合計 1,216,765 1,336,408

営業利益 111,843 288,704

営業外収益   

 受取利息 473 326

 受取配当金 1,619 6,486

 仕入割引 51,575 63,167

 その他 15,052 17,820

 営業外収益合計 68,721 87,801

営業外費用   

 支払利息 2,389 3,005

 手形売却損 3,213 2,498

 売上割引 2,691 3,365

 為替差損 5,690 1,840

 減価償却費 4,122 3,714

 その他 91 181

 営業外費用合計 18,198 14,607

経常利益 162,365 361,898

特別損失   

 固定資産除却損 - 22

 投資有価証券売却損 - 5

 特別損失合計 - 27

税金等調整前四半期純利益 162,365 361,870

法人税、住民税及び事業税 4,526 39,408

法人税等調整額 58,316 86,160

法人税等合計 62,843 125,568

四半期純利益 99,522 236,301

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 99,522 236,301
 

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

11/18



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 99,522 236,301

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △14,774 6,932

 為替換算調整勘定 △13,836 △6,506

 退職給付に係る調整額 8,560 △3,155

 その他の包括利益合計 △20,049 △2,730

四半期包括利益 79,472 233,571

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 79,472 233,571

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 162,365 361,870

 減価償却費 46,768 61,564

 賞与引当金の増減額（△は減少） △103,173 △108,990

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △37,260 △48,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △22,599 △3,374

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） - 2,469

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △738 △1,222

 受取利息及び受取配当金 △2,093 △6,813

 支払利息 2,389 3,005

 為替差損益（△は益） 103 2

 売上債権の増減額（△は増加） 713,944 130,930

 たな卸資産の増減額（△は増加） 3,308 △182,343

 仕入債務の増減額（△は減少） △206,109 △61,003

 その他 63,918 434,294

 小計 620,825 582,388

 利息及び配当金の受取額 1,774 6,565

 利息の支払額 △2,347 △2,924

 法人税等の支払額 △104,631 △355,422

 営業活動によるキャッシュ・フロー 515,621 230,607

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △5,585 △12,474

 無形固定資産の取得による支出 △3,860 △16,175

 投資有価証券の取得による支出 △14,172 △14,035

 投資有価証券の売却による収入 - 2,580

 敷金及び保証金の差入による支出 △777 △1,127

 敷金及び保証金の回収による収入 4,724 667

 投資活動によるキャッシュ・フロー △19,670 △40,565

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △142,528 △268,232

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △11,414 △11,651

 配当金の支払額 △511,162 △488,401

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,670 2,937

 財務活動によるキャッシュ・フロー △662,434 △765,347

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,171 △3,353

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △175,654 △578,659

現金及び現金同等物の期首残高 4,172,889 3,167,689

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  3,997,234 ※1  2,589,030
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【注記事項】

(追加情報)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

（株式給付信託（BBT））

当社は、取締役及び執行役員に対し中長期に至る業績向上と企業価値の増大への貢献意識を高めるため、株式

報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しております。

当該信託契約については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に基づき会計処理しております。

① 取引の概要

本制度は、予め当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の取締役及び執行役員に

対し当社株式を給付する仕組みであります。

当社は取締役及び執行役員に対し、毎年業績に連動してポイントを付与し、退任時に当該付与ポイントに相当

する当社株式を給付いたします。取締役及び執行役員に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭に

より将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものといたします。

② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末115,920千円、126千株、当

第１四半期連結会計期間末115,184千円、125千株であります。
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

現金及び預金 4,015,234千円 2,610,030千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △18,000千円 △21,000千円

現金及び現金同等物 3,997,234千円 2,589,030千円
 

 

(株主資本等関係)
　
前第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月10日
取締役会

普通株式 511,162 35 平成28年３月31日 平成28年６月９日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)
　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月９日
取締役会

普通株式 488,401 35 平成29年３月31日 平成29年６月８日 利益剰余金
 

　（注）平成29年５月９日取締役会決議の配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有
する当社株式に対する配当金4,410千円が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

当社グループは、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

当社グループは、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額  ６円81銭 17円08銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 99,522 236,301

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

99,522 236,301

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,606,843 13,831,183

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ６円79銭 17円03銭

    (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） ― ―

    普通株式増加数(株) 51,582 44,986

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額

及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式

に含めております。

当第１四半期連結累計期間における１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は1,321千株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成29年５月９日開催の取締役会において、平成29年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　            488,401千円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35円

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成29年６月８日

（注）配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当金

4,410千円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月７日

スズデン株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　井  出  正  弘     印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　濵  口       豊     印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスズデン株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スズデン株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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